
自
治
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班  (組)  数

18
432

　　　160,340
10,378

世帯

古紙配合率100％再生紙を使用しています

城
山
町
中
沢
に
誕
生
し
て
19
年
目
の
囃
子
連
で
す
。
会
員
は
大
人
約
30
名
、
子
ど
も
約
20
名
で
す
。

春
は
津
久
井
湖
さ
く
ら
ま
つ
り
、
夏
の
中
沢
三
嶋
神
社
の
祭
礼
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
学
1
年
の
お
子
さ
ん
か
ら
小
若
連
と
し
て
一
緒
に
囃
子
を
楽
し
ん
で
、
世
代
を
超
え
た
文
化
の
継

承
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
3
月
の
相
模
原
市
合
併
記
念
式
典
に
城
山
町
の
代
表
と
し
て
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ッ
ト
ー
は
、「
一
回
の
本
番
は
百
回
の
練
習
に
勝
る
」
の
精
神
で
す
。

自
治
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

6月23日（土）市民会館ホールを会場に平成19年度自治会大会を開催しました。相模原市副市長をはじめ、
衆、参、県、市議員などの来賓及び合併した津久井地域の自治会員にもご来場いただきました。
式典の第1部では地域活動功労者として個人88名、7団体及び退任理事1名に感謝状が贈られました。

また、津久井地域の自治会連合組織との統合協定書調印式が行われました。 （２面に関連記事）

自治会大会第２部のアトラクションで、城山町の｢中澤囃子連｣、歌手の｢森くるみ｣ ｢岩木淳｣の

皆さんをお迎えして、熱のこもった演目を会場の皆さんと一緒にお楽しみいただきました。

囃子連
中澤
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長
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台
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『
地
域
を
元
気
に
す
る
検
討
会
議
』
が
始
動
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こ
の
会
議
は
、
自
治
会
連
合
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
公
民
館
と
社
会
福

祉
協
議
会
の
関
係
者
お
よ
び
行
政
と

一
緒
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
会
議
で
す
。
そ
の
結
果

は
「
提
言
」
と
い
う
形
で
ま
と
め
た

上
で
広
く
行
政
や
各
団
体
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
７
月
19
日
に
開
催

し
、
地
域
の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
書
は
平
成
20
年
８
月
を
目

途
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
会
議
の
様
子
は
、
地
域
情

報
紙
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

細
谷
会
長
あ
い
さ
つ

（
要
旨
）

本
日
は
、
皆
様
方
に
は
何
か
と
お

忙
し
い
と
こ
ろ
ご
参
加
を
い
た
だ
き

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
勢
の
会
員
の
皆
様

方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
自
治
会
大

会
が
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と

を
、心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
山
口
副
市
長
さ
ん
を
は
じ

め
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席

を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
連
合
会
で
は
、「
自
治

は
笑
顔
と
協
働
か
ら
」
の
精
神
の
も

と
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
治
会
相
互

の
連
携
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推

進
し
、「
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
自
治
会

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
と
、
津

久
井
地
域
の
自
治
会
連
合
組
織
は
統

合
に
向
け
て
協
議
し
て
き
ま
し
た

が
、
城
山
、
津
久
井
、
相
模
湖
各
地

域
の
自
治
会
連
合
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ

の
総
会
で
市
自
治
会
連
合
会
と
の
統

合
を
決
議
し
ま
し
た
。

市
連
合
会
は
、
５
月
28
日
に
３
組

織
か
ら
統
合
の
申
し
入
れ
を
受
け
、

定
期
総
会
で
統
合
に
係
る
議
案
が
承

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
６
月
23
日
、

自
治
会
大
会
で
統
合
協
定
書
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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藤
野
地
域
に
お
い
て
は
、
統
合
に

向
け
た
準
備
が
終
り
、
10
月
５
日
に

連
合
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
場
で
統

合
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
来
る
11
月

27
日
に
統
合
に
係
る
協
定
の
調
印
式

を
行
い
ま
す
。

り
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
自
治
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

本
年
度
は
６
月
28
日
、
宇
都
宮
市

自
治
会
連
合
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
は
、
栃
木
県
の
県
庁
所

在
地
で
あ
り
、
本
年
一
一
〇
周
年

（
明
治
29
年
市
制
施
行
）
を
迎
え
た

歴
史
の
あ
る
街
で
す
。「
餃
子
」
も

有
名
で
す
。
市
内
に
は
お
よ
そ
30
の

専
門
店
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色

あ
る
味
を
競
い
合
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
建
造
物
等
に
使
用
さ
れ

る
「
大
谷
石
」
は
、
こ
こ
宇
都
宮
の

大
谷
地
区
一
帯
か
ら
採
れ
る
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
つ
い
て
い
る
こ
と
は
ご

存
知
で
し
た
か
。
市
内
に
は
大
谷
石

の
建
造
物
が
散
在
し
て
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
当
日
は
、
市
自
治
会
連

合
会
の
正
副
会
長
、
事
務
局
長
及
び

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

平
成
19
年
度
自
治
会
大
会

市
自
治
会
連
合
会
理
事

視
察
研
修
会
報
告

市
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
課
」
の

方
の
案
内
を
受
け
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
は
昭
和
30
年
代
の
「
昭

和
の
大
合
併
」
に
周
辺
の
一
町
十
村

を
編
入
し
、
本
年
３
月
に
は
、
隣
接

す
る
上
河
内
町
及
び
河
内
町
と
合
併

し
、
面
積
約
４
０
０
�
人
口
50
万
人

の
中
核
市
で
す
。
自
治
会
組
織
は
７

８
７
の
単
位
自
治
会
が
39
の
地
区
連

合
（
概
ね
一
小
学
校
区
が
連
合
組
織

の
範
囲
）に
属
し
、市
自
治
会
連
合
会
が

全
体
の
調
整
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
加
入
率
は
、
約
66
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
減
少
傾
向
で
す
。
住
宅
建

設
時
に
加
入
を
呼
び
か
け
た
り
、
集

合
住
宅
世
帯
に
対
し
て
は
不
動
産
業

者
、
関
係
企
業
を
通
し
て
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
転

入
の
届
出
が
多
い
年
度
末
・
年
度
始

め
の
時
期
に
は
、
受
付
窓
口
に
勧
誘

の
た
め
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
加
入

促
進
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
学
生
に
は
大
学
の
協
力
を

得
る
ほ
か
、
会
費
を
半
額
に
す
る
な

ど
し
て
加
入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

功
労
表
彰
者
（
敬
称
略
）

活
動
は
、
交
通
、
防
犯
、
防
災
、
生

活
環
境
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
、
地
域
の
皆
様
方
が
、
協

力
し
あ
っ
て
、
活
動
に
参
加
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
地
域
発
展
の
た
め
に
永

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
に
対
し
、
市
自
治
会
連
合
会

と
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
感

謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

と
津
久
井
地
域
の
自
治
会
連
合
組
織

と
の
統
合
協
定
書
の
調
印
の
場
も
設

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

き
ま
し
て
も
、
の
ち
ほ
ど
ご
ゆ
っ
く代表守屋榮一氏挨拶

６
月
９
日（
土
）、
け
や
き
会

館
で
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た

多
く
の
大
会
委
員
が
参
加
し
平

成
19
年
度
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

い
た
加
山
市
長
、
稲
垣
市
議
会

議
長
、
吉
本
社
会
福
祉
会
協

議
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、

川
島
委
員
（
新
磯
地
区
）
及

び
石
田
委
員
（
田
名
地
区
）
を

議
長
に
選
出
し
、
各
委
員
の
熱

心
な
討
議
の
結
果
、
次
の
議
案

が
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
丸
数
字
は
、
議
案
番
号
）

①
平
成
18
年
度
活
動
報
告

②
平
成
18
年
度
決
算
報
告

③
平
成
19
年
度
活
動
計
画

④
平
成
19
年
度
予
算

⑤
津
久
井
地
域
内
に
あ
る

自
治
会
組
織
と
の
統
合

に
つ
い
て

相
模
原
と
の
統
合
の
期
日
は
平
成

20
年
４
月
１
日
で
す
。
自
治
会
数
約

６
０
０
、
世
帯
数
約
18
万
の
新
し
い

市
自
治
会
連
合
会
が
誕
生
し
ま
す
。

城山町地区自治会連合会
12自治会・6,229世帯

津久井町地区自治会連合会
62自治会・8,141世帯

相模湖町地区自治会連合会
54自治会・2,699世帯

藤野町地区自治会連合会
64自治会・3,006世帯

平
成
19
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

津久井地域自治会連合組織の現状
（平成19年4月1日現在）

自治会大会で調印式が行われました

平
成
20
年
4
月
、
津
久
井
地
域

の
自
治
会
連
合
組
織
と
統
合

自治は笑顔と協働から　平成19年度　相模原市自治会連合会役員・理事 平
成
20
年
4
月
、
津
久
井
地
域

の
自
治
会
連
合
組
織
と
統
合

役員（会長、副会長、会計及び監事）は、5月17日の理事会で互選により選出されました。任期は2年です。



自治会報さがみはら（3）平成19年（2007）10月 No.51

さ
ん
）
と
は
い
え
、
負
け
ん
気
の
強
さ

と
努
力
で
腕
前
を
上
げ
、
中
学
校
３

年
の
時
に
は
極
真
会
神
奈
川
県
空
手

道
選
手
権
大
会
・
女
子
の
部
で
優
勝

し
ま
し
た
。
既
に
こ
の
頃
に
は
、
全
日

本
ク
ラ
ス
の
男
子
と
一
緒
に
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
の
練
習
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。そ

の
後
も
、
全
日
本
及
び
世
界
選

手
権
で
優
勝
を
は
じ
め
数
多
く
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
て
い
ま
す
が
、
２

０
０
４
年
〜
０
６
年
に
は
全
日
本
レ

デ
ィ
ー
ス
空
手
道
選
手
権
大
会
一
般

軽
量
級
で
三
連
覇
を
果
た
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
数
々
の
活
躍
を
た
た
え

て
２
０
０
６
年
に
は
、
津
久
井
町

（
当
時
）
の
町
政
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

８
月
末
、
愛
美
さ
ん
を
津
久
井
町

長
竹
（
な
が
た
け
）
に
あ
る
道
場
に

訪
ね
ま
し
た
。
道
場
は
、
父
昌
夫
さ

ん
が
２
０
０
３
年
に
構
え
た
も
の
で

す
。
国
道
４
１
２
号
「
長
竹
三
叉
路
」

か
ら
串
川
運
動
公
園
を
曲
が
っ
て
す

ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
南
側
斜
面
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
窓
の
外
に
は
津

久
井
の
自
然
（
緑
）
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
70
畳
ほ
ど
の
道
場
は
緑
と

オ
レ
ン
ジ
の
マ
ッ
ト
で
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
棚
に
は
愛
美
さ
ん

が
獲
得
し
た
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
壁
に

指
導
員
を
は
じ
め
100
名
ほ
ど
の
名
札

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
津
久
井

地
域
を
は
じ
め
相
模
原
、
厚
木
か
ら
、

４
歳
か
ら
67
歳
ま
で
の
生
徒
が
通
い
、

稽
古
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
父
・
昌
夫
さ
ん
か
ら
も

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
空
手
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
―

「
父
が
通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

自
然
と
通
い
始
め
ま
し
た
。
現
在
は

姉
妹
も
一
緒
に
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。」

―
空
手
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
は

あ
り
ま
す
か
―

「
Ｋ
１
を
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。

高
校
の
頃
も
、
家
が
近
い
こ
と
も

あ
り
授
業
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
家
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
も
時
間
が
あ
れ
ば
厚
木
の
ジ
ム
で

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま

す
。」

師
範
代
と
し
て
指
導
に
当
た
る
毎
日

で
す
が
今
で
も
ほ
と
ん
ど
が
空
手
漬

け
の
様
子
で
し
た
。

お
会
い
し
て
、
愛
美

さ
ん
の
体
形
は
一
見
す

る
と
ほ
と
ん
ど
ふ
つ
う

の
女
性
と
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
見
え
ま
し
た

が
、
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
１
５
２
ｃ
ｍ
・
４
８

�
」
と
の
こ
と
。
た
だ
、

両
手
の
甲
に
は
盛
り
上

41

平成19年度コミュニティ助成事業購入品目一覧
「コミュニティ助成事業」は、財団法人自治総合センターが宝くじの普及・広報等を図るための事業費を財源と
して地域住民のコミュニティ組織等へ助成を行う制度です。各地区連へは3年ごとに助成を行ってきています。

こ
の
欄
で
は
、
各
界
で
活
躍
さ
れ

る
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
、
来
年
度
に
自
治
会
連
合
組

織
の
統
合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
津

久
井
地
域
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

布
目
愛
美
（
ぬ
の
め

ま
な
み
）

さ
ん
で
す
。

小
学
校
か
ら
空
手
を
始
め
る

１
９
８
６
年
津
久
井
生
ま
れ
の

津
久
井
育
ち
で
、
町
立
（
当
時
）

中
央
小
学
校
か
ら
中
野
中
・
津
久

井
高
校
に
学
び
、
現
在
は
、
お
父

さ
ん
が
主
宰
す
る
「
国
際
空
拳
道

空
手
誠
心
会
総
本
部
」
で
統
括
師

範
代
と
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
空
手
を
始
め
た
の
は
小
学

校
１
年
の
と
き
で
、
当
時
は
、
父

と
と
も
に
本
厚
木
の
極
真
会
館
神

奈
川
厚
木
支
部
の
道
場
に
週
に

２
・
３
回
通
い
練
習
し
て
い
ま
し

た
。

「
素
質
は
な
か
っ
た
」（
父
・
昌
夫

第4回極真空手全日本空手道選手権大会で優
勝したとき。
向って右、胸章をつけているのが、父であ
り師匠である布目昌夫氏

有段者のあかし「黒帯」、
昇段ごとに追加される金の
筋は「きんすじ」～「すじ
がね」、「筋金入り」である
ことを表しているそうです。

が
っ
た
「
タ
コ
」。
練
習
の
厳
し
さ
が

窺
が
え
ま
し
た
。

「
食
べ
物
に
好
き
嫌
い
は
無
い
。
子

供
の
頃
か
ら
体
は
丈
夫
で
病
気
は
し

た
こ
と
が
無
い
」
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
、
空
手
の
選
手
は
筋
肉
を
つ
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
「
防
具
」

と
し
て
そ
の
上
に
「
贅
肉
」
を
つ
け

る
こ
と
も
必
要
だ
そ
う
で
す
。

青
少
年
健
全
育
成
に
も
貢
献

愛
美
さ
ん
は
、
２
０
０
３
年
に
は
、

母
校
の
中
央
小
学
校
に
講
演
会
に
講

師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。（
高
校
３

年
当
時
）
そ
れ
は
「
空
手
が
強
い
」

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
勝
っ
た
と
き
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

し
た
り
、
あ
る
い
は
応
援
が
原
因
で

反
則
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
」

空
手
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
て

も
、
と
り
わ
け
「
健
全
な
心
身
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

愛
美
さ
ん
は
、
講
演
で
こ
う
し
た

空
手
で
励
ん
で
学
ん
で
得
た
こ
と
を

後
輩
に
伝
え
た
そ
う
で
す
。

こ
の
道
場
に
は
、
多
く
の
子
ど
も

が
学
ん
で
い
ま
す
が
、
入
門
時
に
は

「
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
」
子
ど

も
が
、
今
で
は
上
位
の
ク
ラ
ス
で

活
躍
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

（
昌
夫
さ
ん
）
そ
う
で
す
。

防
犯
活
動
に
も
積
極
的

道
場
に
は
道
場
、
警
察
署
等
の

連
絡
先
が
記
入
さ
れ
た
防
犯
ス
テ

ッ
カ
ー
が
…
。

道
場
で
作
成
し
地
元
自
治
会
等

に
配
布
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
有
段
者
を
先
頭
に
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
す
る

な
ど
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
手
は
、
女
子
で
は
選
手
活
動

の
ピ
ー
ク
が
20
歳
中
頃
と
の
こ
と

で
す
が
、
後
輩
の
指
導
に
励
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
山
自
治
会
会
員
）

道
場
案
内
住
所
・
津
久
井
町
長
竹

１
０
４
８
―

１
２

電
話
番
号

０
４
２
―

７
８
０
―

２
４
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.shokonet.or.jp

/tsukui/htm
l/kigyo/4380_1.htm

l

「
誠
心
会
津
久
井
道
場
」
で
も
ア

ク
セ
ス
出
来
ま
す
。

小
お

原
ばら

宿
じゅく

本陣

相模湖町には、神奈川県下に26軒あった本陣のうち現存す
る唯一の建造物で、神奈川県の重要文化財に指定されている
「小原宿本陣」があります。
本陣とは、江戸時代のはじめ、参勤交代が行われるように

なって、大名行列をしながら江戸と領国との間を往復すると
き、大名が泊まる宿のことをいいます。
小原宿本陣は、甲州街道の西行き専用の宿場で、東行き専

用の与瀬宿とともに片継ぎの宿とされていました。
建物は、4層のカブトつくりの入母屋造りで、大名専用の上

段の間をはじめ14室の部屋が往時のまま残され、また、取り
外し自由の天井板や床
の間の隠し板など、武
家屋敷の面影も残って
います。
隣接の小原の郷で歴

史的な資料を見て、近
くの古道を歩きなが
ら、江戸時代にタイムス
リップしてみるもよし。
都会の喧騒から離れ、
森と湖に囲まれてリフ
レッシュするもよし。
皆様も是非一度い

らしてみてください。

いやし
の湯

低張性アルカリ性温泉、泉温は地上で38.1度、無色透明
の天然温泉です。施設は、大浴槽と源泉浴槽、露天風呂、
サウナを各2ずつ備え、休憩施設として食事も可能な80畳
の大広間と10畳の個室（別料金）が2部屋あります。
「いやしの湯」でじっくりと安らぎの時間をご堪能下さい。

平
成
18
年
3
月
及
び
本
年
3
月

に
合
併
し
た
津
久
井
地
域
に
は
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
魅
力
的
な
施

設
・
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
本

号
及
び
次
号
で
は
、
こ
う
し
た
施

設
等
を
順
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
津
久
井
町
か
ら
「
い

や
し
の
湯
」
、
相
模
湖
町
か
ら

「
小
原
宿
本
陣
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
い
や
し
の
湯
」
は
相
模
原
市
営

の
施
設
で
、
隣
接
す
る
緑
の
休
暇

村
と
と
も
に
青
根
地
区
振
興
協
議

会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

小
原
本
陣
の
地
区
内
に
は
展
示

室
な
ど
を
備
え
た
「
小
原
の
郷
」

も
あ
り
ま
す
。

次
回
で
は
、
城
山
町
及
び
藤
野

町
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「津久井」には、
魅力的な施設、

イベントがたくさん。

「津久井」には、
魅力的な施設、

イベントがたくさん。

清流の里、
くつろぎの時間

アクセス

効　　能

貸切休憩室

〒220－0412 相模原市津久井町青根807－2
電　話　042－787－2288
ＦＡＸ　042－787－2225
10時～21時まで
(入館は終了時間の30分前)
毎週火曜日（火曜日が祝祭日の場合
は翌日）定休

【電車・バス】
●JR中央本線「藤野駅」
から「東野」行バス30
分「奥相模湖」下車
●JR横浜線・京王相模原
線「橋本駅」から「三ヶ
木」行バス30分終点乗
り換え「東野」行バス
35分終点下車徒歩20分

【 車 】
●中央自動車道「相模湖
I.C」を降り、国道20号「日連入口」交差点を左折して約10キロ
●相模原市橋本から国道413号線で約70分

神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、
運動麻痺、関節のこわばり、打ち身、
くじき、慢性消化器病、痔疾、冷え
性、病後回復期、疲労回復　など

入浴料大人
600円／3時間、900円／1日
小学生300円／3時間、500円／1日
障害者300円／3時間、500円／1日
※食事のお持ち込みはご遠慮ください

お問い合わせ

営業時間

宿泊は、隣接の「緑の休暇村
センター」をぜひご利用くだ
さい。
（電話 042－787－2215）

3,000円／3時間　：1室10畳

地元野菜の直売 毎週木、土、日 13時～17時まで販売しています

相模湖町にお越
しの際は、
是非お立ち寄り
ください

休憩室

露天風呂

毎年11月３日は、小原
宿本陣祭が開催され、
「大名行列」や「甲州
街道の町並みの再現」
がされ、大変賑わっ
ています。

開館時間

休 館 日

入 館 料

お問い合わせ

4月～10月　午前9時30分～午後4時
11月～ 3月　午前9時30分～午後3時　
（入館は終了時刻の30分前）
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、以後
直近の平日）
12月29日～1月7日

無料

小原宿本陣　TEL 042－684－4780



当
地
域
は
、
勝
坂
遺
跡
歴
史
公
園
、

峰
山
霊
園
と
由
緒
あ
る
地
域
で
あ

る
。昨

年
か
ら

自
治
会
・
老

人
会
・
芝
ざ

く
ら
愛
好

会
・
新
磯
高

校
の
協
力
で

勝
坂
歴
史
公

園
の
道
路
側

に
芝
桜
の
植

苗
を
始
め
、

現
在
3
0
0

メ
ー
ト
ル
の

長
さ
に
な
っ

た
。
今
秋
10

月
に
は
、
更

に
左
右
70
メ

ー
ト
ル
に
植

苗
を
す
る
予
定
。

ま
た
、
勝
坂
は
キ
ャ
ン
プ
座
間
と

隣
接
す
る
地
域
で
、
特
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
騒
音
や
基
地
周
辺
の
樹
木
が

日
照
の
弊
害
と
な
っ
て
お
り
、
市
の

渉
外
課
を
通
じ
、
訓
練
場
の
移
転
や

枝
木
の
伐
採
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。

最
近
、
新
築
分
譲
に
よ
り
、
30
代

の
若
者
世
帯
の
転
入
が
多
く
、
地
域

の
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
均
等
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
月
9
回
の
防
犯
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
老
若
男
女
60
名

が
参
加
、
定
着
し
、
地
域
の
安
全
・

安
心
に
寄
与

し
て
い
る
。

将
来
的
に

地
域
の
伝
統

と
美
化
を
受

け
継
ぐ
で
あ

ろ
う
子
供
達

に
期
待
を
込

め
る
意
味
か

ら
も
、
子
供

会
の
復
活
を

呼
び
か
け
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

た
ち
と
の
話

し
合
い
を
進

め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

”地
域
の
安

全
・
安
心
と
発
展
は
み
ん
な
の
力
に

よ
っ
て
こ
そ
達
成
す
る
“
こ
の
こ
と

を
合
言
葉
に
日
夜
努
力
を
惜
し
ま
な

い
。

古
清
水
自
治
会
は
約
4
0
0
世
帯

の
平
均
的
な
自
治
会
で
す
。

自
治
会
活
動
と
し
て
八
坂
神
社
祭

典
を
7
月
21
日
（
土
）
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
午
後
1
時
か
ら
亀
ヶ
池

宮
司
に
よ
る
式
典
後
子
供
神
輿
が
地

域
内
を
巡
行
し
、
子
供
達
に
は
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。

夜
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
参
加
さ
れ
る
方

が
少
な
く
、
出
演
者
を
集
め
る
の
に
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藤
野
小
学
校
の
所
在
地
は
、

日ひ

連づ
れ

杉す
ぎ

地
区
に
あ
り
、
藤
野

小
学
校
の
誕
生
ま
で
は
日
連

小
学
校
と
し
て
百
三
十
一
年

の
歴
史
を
持
っ
た
学
校
で
し

た
。日

連
小
学
校
の
誕
生
は
、

明
治
６
年
（
編
集
部
注
・
後

記
）
に
日
連
村
中
央
に
あ
る

小
山
地
区
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
た
。
昭
和
35

年
か
ら
開
催
し
て
い
た
運
動
会
を
昭

和
52
年
よ
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
と
し
、

平
成
16
年
よ
り
盆
踊
り
大
会
を
加
え

た
。
運
動
会
は
各
自
治
会
の
対
抗
で

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
す
る
。

今
年
は
30
回
の
記
念
大
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
真
新
し
い
真
紅
の
優

勝
旗
を
め
ぐ
り
大
い
に
盛
り
上
っ
た
。

向
陽
鼓
笛
隊
や
お
昼
休
み
の
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
で
交
流
を
深
め
、
野
菜

即
売
会
、
模
擬
店
な
ど
で
賑
わ
い
を

増
し
、
運
動
会
を
よ
り
一
層
盛
り
上

げ
て
い
る
。

宮
下
太
鼓
、
す
す
き
の
太
鼓
、
和

心
太
鼓
が
軽
快
な
太
鼓
の
音
を
鳴
ら

し
、
手
作
り
の
や
ぐ
ら
を
使
っ
て
、

踊
り
手
さ
ん
を
中
心
に
盆
踊
り
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
相
模
総
合
補
給
廠
か
ら
も

司
令
官
夫
妻
を
は
じ
め
20
人
あ
ま
り

の
方
が
来
場
し
、
一
緒
に
盆
踊
り
の

輪
に
入
り
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。

盆
踊
り
大
会
は
今
年
で

4
回
目
の
開
催
と
日
が
浅

く
、
初
回
は
手
探
り
で
行

い
、
課
題
や
反
省
を
残
す

開
催
と
な
っ
た
が
、
翌
年

か
ら
は
毎
年
、
よ
り
良
い

ま
つ
り
へ
と
改
善
を
し
、

参
加
者
も
増
え
て
来
て
い

る
。ふ

る
さ
と
ま
つ
り
だ
け

で
は
な
い
が
、
小
山
地
区

で
は
地
域
の
行
事
を
通
じ

交
流
を
深
め
、
地
域
の

様
々
な
活
動
な
ど
に
向
け

て
の
親
交
を
深
め
て
い

る
。

歴
史
た
だ
よ
う
緑
の
大
地

”勝
　
坂

新
磯
地
区

勝
坂
自
治
会
連
合
会
（
４
自
治
会
）

会

長

山
村
　
　
浩

「
自
治
会
報
　
さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
�
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-m
ail:info@

sagam
ihara-jichiren.ne.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
交
流

小
山
地
区

自
治
会
連
合
会

会

長

岸
　
　
久
夫

地
域
活
性
化
を
求
め

八
坂
神
社
祭
典

大
沢
地
区

古
清
水
自
治
会

会

長

山
口
　
茂
雄

青せ
い

蓮れ
ん

寺じ

に
間
借
り
し
、
開
校
さ
れ

た
。
（
日
連
村
は
、
勝
瀬
・
青

田
・
杉
・
日
連
の
各
地
区
で
形
成
）

開
校
後
、通
学
路
の
困
難
よ
り
、

学
校
は
勝
瀬
と
杉
の
２
校
に
分
か

れ
た
。
そ
の
後
、
杉
小
学
校
は
隣

村
の
名
倉
の
小
学
校
に
統
合
さ
れ

た
が
、
雨
が
降
る
度
に
秋
山
川
の

増
水
で
通
学
で
き
ず

、
数
年
後

に
杉
小
学
校
に
戻
っ
た
。

明
治
40
年
に
「
一
村
一
校
」
の

通
達
が
出
さ
れ
、
日
連
村
の
中
央

の
日
連
に
明
治
42
年
に
統
一
校
が

開
校
し
た
。

昭
和
13
年
に
現
相
模
湖
の
建
設

計
画
に
よ
り
勝
瀬
地
区
の
80
戸
強

の
住
民
が
他

地
へ
移
住

し
、
昭
和
18

年
に
は
日
連

小
学
校
の
生

徒
は
半
減
し

た
。

昭
和
39
年
に
は
村
の
合
併
に
よ

り
藤
野
町
が
誕
生
し
た
。（
編
集

部
注
・
吉
野
町
、
日
連
村
、
名
倉

村
、
牧
野
村
及
び
佐
野
川
村
の
１

町
４
村
）

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
日
本
の
経
済
は
急
成

長
、
日
連
地
区
も
転
入
者
に
よ
り

児
童
も
急
増
し
た
。

校
舎
は
古
く
な
り
、
昭
和
52
年

に
杉
地
区
に
新
校
舎
が
完
成
し
移

転
し
た
。

児
童
数
も
昭
和
60
年
が
ピ
ー
ク

で
、
そ
の
後
少
子
化
は
進
ん
だ
。

町
行
政
は
、
生
徒
数
と
財
政
の

適
正
化
を
図
る
た
め
町
内
の
10
校

の
小
学
校
を
３
校
に
す
る
統
合
計

画
を
作
成
し
た
。

日
連
小
学
校
に
名
倉
、
吉
野
、

小
渕
の
３
校
を
統
合
し
、
学
校
名

は
新
校
名
と
の
方
針
に
よ
り
、
平

成
17
年
４
月
よ
り
藤
野
町
立
藤
野

小
学
校
が
誕
生
し
た
。

※
編
集
部
注
・
明
治
５
年
に
政
府
に

よ
り
学
制
が
発
布
さ
れ
、
翌
６
年
全

国
に
小
学
校
が
一
斉
に
開
校
し
た
。

文
部
省
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き

の
小
学
校
数
は
約
１
万
２
６
０
０
校
、

児
童
数
は
約
１
１
４
万
人
で
し
た
。

苦
労
し
て
お
り
ま
し
た
。

自
治
会
役
員
一
同
こ
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
更
に
盛
り
上
げ
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

検
討
し
た
結
果
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
芸
達
者
な
方
に
依
頼
し
、
芸
能
大

会
に
変
え
て
大
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
カ
ラ
オ
ケ
と
地
域
の
女
性
会

に
よ
る
福
前
体
操
。
二
部
手
品
と
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
そ
し
て
、
休
憩
時

間
は
地
域
内
在
住
（
自
治
会
員
）
で

ア
メ
リ
カ
生
れ
の
ロ
バ
ー
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
よ
る
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
子
供
達
に
大
変
な
好
評
を
戴
き
ま

し
た
。
2
時
間
の
予
定
が
あ
っ
と
い

う
ま
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最

後
ま
で
大
勢
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
役
員
一
同
苦
労
し
た
こ
と
が

報
わ
れ
た
瞬
間
で
す
。

ま
た
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
に
も
ロ
バ

ー
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ェ

ス
タ
ン
音
楽
を
披
露
し
年
輩
の
方
は
懐

か
し
く
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
役
員
一
同
地
域
活
性
化
に

向
け
た
今
回
の
活
動
が
今
後
の
一
里

塚
と
な
り
更
に
古
清
水
自
治
会
は
各
団

体
と
の
連
携
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

山
王
自
治
会
は
、
大
野
北
地
区
の

東
に
位
置
し
、
境
川
沿
い
町
田
市
に

隣
接
す
る
緑
も
多
く
残
る
会
員
1
7

0
0
世
帯
で
構
成
さ
れ
た
細
長
い
自

治
会
で
す
。
犯
罪
も
比
較
的
少
な
い

住
み
よ
い
地
域
と
認
識
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
他
県
で
小
学
生
の
痛
ま
し

い
犯
罪
事
件
後
、
昨
年
5
月
半
ば
ま

で
、
小
学
生
下
校
時
の
安
全
を
守
る
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
も
あ
っ
て
、
今
後
の
実

施
計
画
等
委
員
会
で
検
討

の
最
中
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
市
か
ら
青
色
回
転
灯
を

設
置
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の

勧
め
も
あ
り
、
相
模
原
市

交
通
・
地
域
安
全
課
及

び
相
模
原
警
察
署
生
活
安

全
課
に
相
談
し
、
両
課
指

導
の
も
と
「
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
結
成
い

た
し
ま
し
た
。

隊
員
は
、
近
隣
の
、
相
模
地
区
自

治
会
、
上
原
町
自
治
会
等
、
当
山
王

地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
に

も
加
わ
っ
て
頂
き
、
隊
員
30
名
が
警

察
の
講
習
を
受
け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
者
証
も
取
得
し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
青
色
灯
も
装
備
し
、
い
よ
い

よ
相
模
原
警
察
署
長
の
委
嘱
を
受
け

た
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
出
発

準
備
が
完
了
、
華
々
し
く
去
る
8
月

23
日
出
発
式
を
行
い
、
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

当
面
は
小
規
模
で
す
が
、
大
野
北

小
学
校
と
も
連
携
を
密
に
図
り
、
小

学
生
の
下
校
時
の
安
全
確
保
を
主
体

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
徐
々
に
活

動
規
模
を
広
げ
、
痴
漢
、
ひ
っ
た
く

り
、
空
き
巣
対
策
等
、
犯
罪
の
無
い

ま
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
隊
員
一
同
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
発
足

大
野
北
地
区

自
治
会
法
人
山
王
自
治
会

会

長

守
屋
　
榮
一

第30回を迎えた、本年度ふるさとまつり（9月8日・向陽小）

みんなで芝桜を植えました。来春はぜひ見に来てください。

「さくら草」の皆さんの福前体操

出発式に集まった地域の人々

颯爽と青パトロール車、
出発

平成17年6月校章選定委員会で
決定。

明治42年4月 日連村尋常高等日連小学校校舎落成

旧校舎全景

（昭和40年代撮影）

新校舎（昭和52年完成）

“


